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InGaN は In 組成を制御することにより紫から赤外領域の発光が可能である。GaN 系の長波長発

光デバイスの場合、窒素を用いることから環境に優しく、ワイドバンドギャップであることから

高温に強いデバイスが作製可能となる。更に 570 nm の発光デバイスができれば、プラスチックフ

ァイバーにおいて従来の 650 nm より伝送損失の少ない 570 nm を用いることで、より長距離ある

いは効率的に通信可能となる。しかしながら高 In 組成の InGaN 成長は In 凝集などの問題により

成長が難しい。そこで安定した結晶面であり、分極の影響が少なく以前から In 取り込み効率が高

いと報告されている(1–101)面を用いて高 In 組成 InGaN の成長を行った。 

はじめに Si(001)基板を加工して選択成長することで(1–101) GaN ストライプ結晶を作製した。

その後この結晶上に単層の高 In 組成 InGaN の再成長を行った。成長温度、V/III 比、III 族気相比

などの成長条件は全て固定し、成長時間を 1.25~5 分と変化させ成長を行った。評価法として InGaN

層起因の PL強度と発光波長を測定するために波長 405 nmの LDを用いた選択励起 PLを行った。 

InGaN 層の成長時間を変化させたところ、図 1 に示すように成長時間の増加に伴い長波長側へ

PL ピーク波長がシフトした。特に成長時間 4 分以上の InGaN 層では約 600 nm の PL ピーク波長

が得られている。次に PL 強度に着目すると成長時間に伴い発光強度が上昇していた。図 2 に示す

ように成長時間当たりの PL 強度は低下しておらず、膜厚増加に伴い長波長化しても PL 強度の低

下は見られなかった。これは成長時間の増加に伴い(1–101)特有の緩和が発生し、結晶品質を悪化

させることなく高組成化に成功したと考えられる。以上のことから適した成長条件と膜厚によっ

て結晶品質を低下させることなく Si 基板上(1–101)ストライプ上の 高 In組成 InGaNの作製が可能

であることが分かった。 
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図1 成長時間の異なるInGaN単層の

PLスペクトル 
図2  PLピーク波長と成長時間当た

りのPL強度
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